
国道210号 田原拡幅
た ばる

平成２２年度平成２２年度 第第５５回回

九州地方整備局九州地方整備局 事業評価監視委員会事業評価監視委員会

① 事業採択後3年経過して未着工の事業

② 事業採択後５年経過して継続中の事業

③ 着工準備費又は実施計画調査費の予算化後３年経過した事業

④ 再評価実施後３年経過した事業

⑤ 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施
の必要が生じた事業
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◆目的

１.事業概要・目的・これまでの経緯

▲ ４車線現道拡幅(完成)

▼ 事業経緯

・開発が進む大分市西部における
交通混雑の緩和

・交通安全の向上
・沿道環境の改善

▲田原拡幅の概要図

【本資料 道路－1－2】

▲国道210号と田原拡幅の概要図

◆計画諸元

【本資料 道路－1－1】

【本資料 道路－1－2】

【本資料 道路－1－23】

【本資料 道路－1－2】

①22,200台/日 ②33,500台/日計画交通量

Ｗ＝23.0m(4車線)幅 員

Ｌ＝1.1km計画延長

①

②

年度 経緯

昭和53年度 都市計画決定

平成17年度 事業化（大分県）

平成18年度 国道210号直轄編入

平成19年度 用地買収着手

平成20年度 工事着手

渋滞ポイント
富士見ヶ丘団地
入口交差点

約3,000世帯
約8,000人

富士見ヶ丘団地
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３.新規事業採択時からの変化と投資効果

２.社会情勢等の変化
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◆沿線には、新規事業採択時（Ｈ17）以降も

稙田新都心構想に基づく土地区画整理

事業に関連して、大型商業施設の進出が

活発である。

項 目 新規採択時（H１7） 今回評価時（H22） 変更理由

事業費
（現在価値化後）

約 25 億円
（ 20 億円）

約 30 億円
（ 29 億円）

・取付道路の形状見直し 【＋約 1.3億円】
・地盤改良 【＋約 1.3億円】
・河川ボックス付け替えに伴う仮設工【＋約 1.1億円】
・交通管理施設整備 【＋約 1.0億円】
・埋蔵文化財発掘調査 【＋約 0.4億円】
・民地開発（盛土）との事業調整 【－約 0.1億円】

残事業Ｂ／Ｃ ― 6.6 ・前回：29,300台/日
・今回：22,200台/日、33,500台/日
○全事業Ｂ／Ｃ
便益：原単位の見直し及び諸条件の見直しによる減 等
費用：事業費の見直し及び基準年の変更に伴う割引率の影響による増 等全事業Ｂ／Ｃ 9.6 1.8

◆新規事業採択時(H1７)以降、用地買収及び工事を推進しており、平成22年度に終点側0.2km、平成23年度内

に起点側0.5kmの4車化の完成、平成25年度内には全線４車線化完成を目標にしている。

◆事業区間の交通量は、新規事業採択時

（Ｈ17）以降も２車線の交通容量を大きく

超過し高い混雑状況で推移している。

【本資料 道路－1－23】

【本資料 道路－1－13】図 事業区間周辺の開発の状況【本資料 道路－1－11】
図 交通量及び混雑度の変化

＝

＝＝
201億円

21億円

46億円

6.9億円

33億円

60億円

※（ ）書き上段：現在価値化後の便益 下段：現在価値化後のコスト

田原拡幅田原拡幅
L=1.1kmL=1.1km

No. 店舗名称 開店年

① トキハわさだタウン Ｈ12

② フリーモールサンリブわさだ店 Ｈ15

③ ハンズマン　わさだ店 Ｈ15

④ ヤマダ電機　大分わさだ本店 Ｈ18

⑤ ニトリ　大分わさだ店 Ｈ18

⑥ ダイレックス　わさだ店 Ｈ19

⑦ わさだファッションモール Ｈ20

⑧ トライアル　わさだ店 Ｈ21

新規事業
採択時
（Ｈ17）

注) H9～17交通量：各年道路交通センサス

H22交通量：交通実態調査結果(H22.12)

交通容量：H17道路交通センサス 稙田新都心西部土地区画整理事業

玉沢土地区画整理事業 

▼ 大分市
大字木ノ上

H17ｾﾝｻｽ交通容量
16,600台/日

新規事業採択時
（Ｈ17）



3

４.事業の必要性・投資効果

事業の効果 定量化を試みた効果〔残事業〕 貨幣換算を試みた効果〔残事業〕

標準的な算定式による３便益
・移動時間の短縮に伴う自由時間の増加
・移動距離の短縮に伴う経費の減少
・道路機能の向上による交通事故の減少

・人、車両、貨物の移動における短縮時間

・総走行距離の短縮

・道路種別毎の利用交通量の変化

・走行時間短縮便益 【 39億円】

・走行経費減少便益 【 4.9億円】

・交通事故減少便益 【 1.8億円】

交通混雑の緩和
・拡幅による容量拡大に伴う渋滞の緩和

・事業区間における旅行速度の向上

・所要時間の信頼性の向上

・救急医療活動の支援

・富士見ヶ丘団地入口交差点の渋滞解消

（木上方向 ：供用前1,100 m ）

・国道210号の損失時間の削減

（17.1万人時間/年 → 8.2万人時間/年）H42推計値

・旅行速度の向上 （18.8km/h → 38.8km/h）H42推計値

・混雑度の低下 （1.64 → 0.70）H42推計値

・所要時間の信頼性の向上による便益

※【 2億円】

交通安全の向上
・自転車歩行者道の設置による安全性の向上

・死傷事故率の減少

・死傷事故率の低下(96件/億台キロ→60件/億台キロ)

・国道210号の交通事故件数の削減

(10.5件/年→8.1件/年)H42推計値

－

広域的な代替道路の確保
・大分道通行止め時の代替道路としての

信頼性向上

・大分自動車道の濃霧による通行止め

(濃霧通行止め：24回/年、通行止め時間：176時間)
－

沿道環境の改善
・中央帯・自歩道整備による騒音の低減

・沿線地域の騒音レベル低減

（H24供用区間:昼間73dB→69dB 夜間69dB→65dB）

H42推計値

－

■コスト（現在価値化後）：整備が行われた場合と行われない場合の「事業費＋維持管理費」の差
【残事業】 ６.９ 億円 【全事業】 ３３ 億円

■Ｂ/Ｃ【残事業】＝ ＝６．６ (＋α) 【全事業】＝ ＝ １．８(＋α)
標準３便益

６．９億円

標準３便益

３３億円

(※)は供用後５０年間の便益額として試算した値(参考値)

【本資料 道路－1－22】

【本資料 道路－1－14～17】

【本資料 道路－1－18・19】

【本資料 道路－1－21】

※B/C算出上の仮定：平成23年度一部完成、平成25年度全線完成供用

【本資料 道路－1－20】

その他の便益
によるＢ/Ｃ

＋ ＋ その他の便益
によるＢ/Ｃ
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４－①．交通混雑の緩和
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◆渋滞ポイントである富士見ヶ丘団地入口交差点の交差点形状を改善すること
により、渋滞の削減が図られる。
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図 田原拡幅区間の損失時間の変化

図 田原拡幅区間の混雑度の変化

図 田原拡幅区間の走行速度の変化

52％

削減

【稙田方向】

図 富士見ヶ丘団地入口交差点の渋滞長

●稙田方向の渋滞長は依然として
1,000ｍを超えており著しい渋滞
が発生

大分市消防局からの意見（H21.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ）

●渋滞により円滑な搬送ができなかったことがある。

●片側1車線だと救急搬送時に一般 車両を追い
抜くことが難しい。

大分市消防局からの意見（H21.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ）

●渋滞により円滑な搬送ができなかったことがある。

●片側1車線だと救急搬送時に一般 車両を追い
抜くことが難しい。
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●走行速度が上昇
し、走行性が大
幅に改善される。

●混雑度も1.64 ⇒
0.70と、大幅に低
下することが期
待される。

●当該区間の損失
時間17.1万人時
間/年（H21）は、
大幅に削減され
る。

図 救急出場件数・搬送人員の推移(大分市)
【本資料 道路-1-14】 【本資料 道路-1-17】

【本資料 道路-1-15】

【本資料 道路-1-15】

【本資料 道路-1-14】

●富士見ヶ丘入口交差点挾間方向

流入部における渋滞状況

●富士見ヶ丘団地入口交差点

稙田方向流入部における渋滞状況

図 事業区間の路線バス
遅れ時間(上り)

【本資料 道路-1-16】

●運行計画
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倍以上の
所要時間
となってい
る便が
52.9％を
占める

富士見ヶ丘団地

約3,000世帯
約8,000人
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５．コスト縮減や代替案立案等

○事業実施にあたっては、新技術・新工法の積極的活用等により
着実なコスト縮減を図るとともに、早期供用による事業執行の
時間的コスト低減に向け、計画的・重点的な整備により効率性
の向上を図る。
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【本資料 道路－1－26】

○当該事業は、都市計画決定のもと整備を進めており、今後の
事業における事業手法については、現計画が妥当である。

現道 拡幅現道

Ｌ型擁壁 民地開発との事業調整

（当初） （変更）

○民地開発（盛土）との事業調整により約0.1億円のコスト縮減を
図った。
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６．対応方針（原案）

○田原拡幅は、交通混雑の緩和や交通安全の確保などを
目的とした事業である。

○本路線の早期完成を求める声は強く、地元自治体など
から積極的な整備促進が要望されている。

○事業進捗率は事業費ベースで約78％〔約23億円/約30
億円〕（H21年度末）であり、そのうち用地進捗率は約96%
〔約16億円/約17億円〕に達しており、引き続き事業の推
進を図り、交通混雑の緩和、歩行者の安全性の確保や
沿道環境の改善などの効果が期待できることから、当該
事業区間の完成供用に向けて事業を継続することとした
い。

【本資料 道路－1－27】


